
平成27年6月23日■

まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【久目地区】

氷　 見 　市
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区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 101 26 人口
減

人口減少・少子高齢化が問題となっているが、
その対策のひとつとして、出生率を上げる方法
についてどのようなことをするのか（氷見市の
出生率は1.4）

出生率は東京が1.1で、国は東京から「地方へ
の新しい人の流れをつくる」ことを氷見市に求
めており、2025 年に「希望出生率＝1．8」を実
現することを基本目標としています。
氷見市は世帯あたりの家の広さが全国2位との
統計もあり、こうした特徴も生かせるのではない
か。医療費を中学生まで無料化したが、若い
世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえ、地
元に暮らす誇りづくり、環境づくりをすすめてい
きます。

地方創生総合戦略の策定過程で検討してい
きます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
地方創生・総合
政策担当
74-8011

会場 102 26 地域
づくり

行政に頼らない地域づくり
常設公民館がある地域とない地域の格差があ
るが、その方向性について次回に説明してい
ただきたい。

公民館は、地区ごとに本館として常設公民館
が８館あり、その分館が配置されています。
公民館、地域づくり協議会を通して地域の拠
点を話し合う審議会を立ち上げます。

地方創生総合戦略や自治基本条例を検討し
ていく中で、地域づくりの拠点のあり方につい
ても検討してまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
市民協働・ファシ
リテーション・地域
おこし担当
74-8013

会場 103 26 地域 山村留学生を西部中の寄宿舎を使って受け
入れてはどうか。

山村留学を受け入れて、自然体験や農村体
験を提供する地域団体やＮＰＯなどがそういっ
た取組みをする際に、空き校舎等を活用する
事例は全国各地にありますので、氷見市内で
もそういった取組みの具体的な要望があれ
ば、対応を検討させていただきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
市民協働・ファシ
リテーション・地域
おこし担当
74-8013

会場 104 26 空き
家

市内で空き家が目立ってきているが、氷見市と
して空き家対策をどのようにしているのか？

空き家情報バンクを利用して、8年で75人の方
が空き家物件に入居いただきました。ホーム
ページに登録された物件が少ないのが現状で
す。ぜひ地区の皆さんのご協力もいただき、空
き家の状況を調べて対策をしっかりしていきた
い。国も本格的に空き家対策の法律も制定さ
れる予定です。

活用できる空き家は、危険老朽空き家になる
前に、活用してもらうことが重要であることから、
今年度から「空き家紹介奨励補助金」制度を
創設し、空き家情報バンクへの物件情報の登
録を促進しております。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
定住・空き家対
策・中心市街地
活性化担当
74-8075

平成26年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応について
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区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 105 26 空き
家

久目地区は中山間地であるが、移住者が空き
家に求めるものはなにか、市の考えを知りた
い。（赤毛地区では、クロスカントリーで懸賞品
にしている。）

会場にいる移住者の方々のご意見を伺ってみ
ます。「家が大きい、海がある、雪があって四季
がはっきりしているのが魅力」との声でした。
野菜づくりが付近でできたり、ものづくり感覚で
家の改修を自分でしたりすることも魅力となっ
ているようです。
福岡県福津市の津屋崎では、空き家対策を
様々講じて移住定住を実現させています。市
としても、こうした先進例にも学んで取組んで
いきます。

今年度、移住希望者の不安を取り除くため、希
望者一人一人が本当に知りたい・感じたいこと
を体験できる「フレンドリー定住モデルコース
事業」を実施します。そのなかから新たなニー
ズを探り、定住対策に繋げてまいります。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
定住・空き家対
策・中心市街地
活性化担当
74-8075

会場 106 26 広聴 定期的なふれあいトークを年に数回実施して
ほしい。部長が中心になっていただいたもので
もいい、住民の学習にもなるので継続的に実
施してほしい。

年３回くらい定期的にしましょう。 地区の要望を伺い開催してまいります。 ■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

総合政策課
市民情報・つぶ
やき受発信担当
74-8012

会場 107 26 道路 県道（６４号線）で桑院から鉾根の間に土砂崩
れがある。また、トンネル化の計画化は進行し
ているのか？

計画途中になっています（急傾斜をなだらかに
する）。毎年県に要望しており、県の回答を期
成同盟会へ連絡します。

県では法線等を含め検討しましたが、現地は
地すべりエリアでもあり現状の改良は困難であ
ると回答されました。今後も早期復旧に向け要
望してまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
企画管理担当
74-8071

会場 108 26 農業
基盤

桑院で大谷地農道の木が倒れ、工事現場に
木や切り株が私有地に残ったままにしている。
工事の監督をしっかりとしてほしい。また、地域
の実情にあった工事（コンサルタント受注）、季
節にあった工事にしてほしい。

来週中（１２月１７日）に担当者に聞き、業者に
も話し、連絡します。市の職員が少なく、目が
届いていない状況です。担当者が詳細を把握
する。民間の業者に教えてもらうことも大事で
す。

関係者と協議し、木の処分については対応済
みです。今後は、よりこまめに監督するよう心
掛けます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備
担当
30-7011

会場 109 26 林道 能越２号線（林道）土倉の工事が進行していな
いことについて説明してほしい。

地滑りがあると聞いており、年内に連絡しま
す。

12/26地区役員と打合せし、整備に向けた話し
合いを地区に依頼しました。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備
担当
30-7011
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区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 110 26 教育 上庄谷地区における小中学校における統廃
合の進行状況やルールについて教えてほし
い。

話し合いを継続、地元等のご理解を頂きなが
ら再編を進める。十分協議を行いながら計画
達成に努めてまいります。

小学校では複式学級を解消すること、中学校
では専科教員の確保と部活動等の集団活動
の確保を統合の目安としています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

教育総務課
総務企画担当
74-8211

質問 111 26 地域 石川県側の近隣自治体との連携を観光以外
の項目でも図っていただきたい。（例えば、地
域づくり、人口定住対策など）

七尾市、羽咋市では、地域おこし協力隊を配
置した地域づくり活動を行っており、氷見市と
も同様の地域課題の解決に取り組んでいるこ
とから、今年度、地域おこし活動の情報交換や
連携を模索する機会をつくります。
また、昨年度より、職員有志の取組みですが、
氷見市と七尾市の職員交流研修も実施してお
り、今後、観光以外の分野での連携を図ってま
いります。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
市民協働・ファシ
リテーション・地域
おこし担当
74-8013

自由 112 26 空き
家

・空き家バンクに登録されている件数が少なさ
すぎる。・市民に諦めムードがある

今年度から「空き家紹介奨励補助金」制度を
創設し、空き家情報バンクの物件情報の充実
を図っております。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
定住・空き家対
策・中心市街地
活性化担当
74-8075

自由 113 26 企業
誘致

町には大きな店がある。これを地区に分散さ
せ、小さい町をいくつもつくれば、町にに引っ
越す人が少なくなると思う。親の背中を見てい
ても、便利の悪さには勝てない。

立地適正化計画により、小さな拠点づくりな
ど、氷見市のまちづくりについての計画を本年
度から検討しますので、その過程で取り組んで
まいります。また、「ひと・まち・しごと」につい
て、地方創生総合戦略も本年度策定いたしま
すので、そうした計画に沿って、今後取り組ん
で参りたいと考えております。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工観光・マーケ
ティング・おもてな
しブランド課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

自由 114 26 介護
保険

①介護施設になかなか入れない 平成２７年度～２９年度までに、グループホー
ム４箇所、ミニ特養を１箇所、公募により整備予
定です。このことにより、入所待機者６５名の方
が待機解消されます。

３年毎に、介護保険事業計画を策定しており、
その中で、被保険者の方のニーズを把握しな
がら、需要と供給のバランスを考えながら整備
していきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

福祉介護課
介護保険担当
74-8066
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区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

質問 115 26 道路 県道６４号鉾根桑ノ院頂上の下をトンネルまた
は切りくずし、自分の田んぼを無償提供したい
と思います。長男は富山市へAM6:10～6:45に
出発、帰りは22:30前後に帰ってきます。3,4日
前の大雪で、中谷内廻りで桑の院へ迂回した
人も峠で２Ｗですべり、戻った人もいたそうで
す。

早速、氷見土木事務所にご意見をお伝えしま
したが、提案いただきました地点のトンネル設
置や切りくずしでの整備は難しいとのことで
す。県としては、これ以上の方法について検討
していきたいとの回答でした。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
企画管理担当
74-8071

質問 116 26 河川 上庄川の水位が少しの雨でも高くなってきて
いる。大雨の時、心配である

現地を確認して、県と対策を検討しますので、
詳細につきましては建設課にご相談ください。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

自由 117 26 イノシ
シ

イノシシ被害がひどいので、ククリ縄の使用を
認めて欲しい

熊の錯誤捕獲の可能性があるため認められて
いません。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

いのしし等鳥獣
害対策室
３０－７０８８

自由 118 26 教育 ・児童、教員数が少なく中で、広い校舎や敷地
の整備や草刈りの管理が大変不安である。
・学校は来年度複式となり、教員が減る。給食
の会計やアレルギー児童の対応もあるので、
栄養職員の配置をお願いします。

平成２７年度予算で、学校敷地の草刈りにつ
いて委託料を計上し、学校の負担を軽減しま
した。
アレルギー対応は、マニュアルを作成・配布
し、学校と保護者の連携により取り組んでまい
ります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

教育総務課
総務企画担当
74-8211
学校教育課
学務担当
74-8213

自由 119 26 教育 子育て世代において、学校の統廃合の話は不
安と期待の入り混じった話が良く出ておりま
す。現在の市からの情報だけでは、何もわから
ない状態で、うわさばかりが飛びかっていま
す。もう少し、先が見える話がわかればと思っ
ております。

２７年２月に久目地区の皆様から、６月には久
目小ＰＴＡ役員から統合に関するご意見をおき
かせいただきました。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

教育総務課
総務企画担当
74-8211
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区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

自由 120 26 教育 西部中、明和小、速川小、久目小、の生徒児
童数が増えるよう西部中の寄宿舎を利用して
山村留学生を受け入れて欲しい。学び舎が無
くならないよう住民を増やしたいものです

人口減少対策の一つとして、交流人口を増加
し、定住につなげる取組みがあります。ただ、
小中学生が一人で生活する難しさ、課題があ
り、今後いろいろな視点から研究していきま
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

学校教育課
学務担当
74-8213

区分 地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 1116 25 防災 ・ゲリラ豪雨時に水に浸かりそうな久目小学校
は避難先として妥当であるか。
・災害時には、人と人との連絡体制が重要。久
目小学校等にある緊急メールが西部中学校に
ない。
久目の地域ごとの避難場所、避難経路がある
ので、一概には決められないと思われるが、防
災計画では避難連絡系統を明確にするよう
に。
・高岡市内の各学校では発電機が整備さてい
るが、氷見市には無い。

避難等の緊急時には、原則的には、防災行政
無線で対応しますが、市から地区への連絡は
自主防災会長への連絡を予定しています。ま
た、緊急速報メールなどあらゆる手段で情報を
伝達しますが、地区内での連絡系統について
は、各自主防災会でご確認いただきたいと思
います。
発電機は学校に備えていませんが、自主防災
会で配備されていますので、緊急時の対応は
可能と思われます。

各地区の方にもご協力いただき、２７年７月中
の認定を目途に、避難所の見直しに着手して
います。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

会場 1118 25 教育 久目小学校において、使用禁止の運動遊具
が撤去される予定ですが、代替遊具の設置を
お願いしたい。また、茶道の畳、洋式トイレの
整備について検討していただきたい。

現在は、学校・育友会と相談して、遊具は撤
去・解体の予定となっています。また、茶道室
の畳につきましては、更新する予定にしていま
す。なお、洋式トイレについては、市内の小中
学校を順次整備してまいります。

平成25年度に遊具の撤去と茶道室の畳の更
新を実施しました。また、洋式トイレについて
は、市内の小中学校を順次整備する予定で
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

教育総務課
総務企画担当
74-8211

平成25年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応のうち継続して対応しているもの
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